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 平成２８年１１月８日（火）学内における女性活躍やダイバーシティを促進する取組として、幹部教職員を主な対象とし
たトップセミナーを開催しました。今回は、本学監事である八巻佐知子弁護士が講師となり「経営戦略としてのダイバー
シティマネジメント ～求められるキャリア支援とは～」と題し講演いただきました。

   ダイバーシティマネジメント研修会 開催しました

日時： 平成２８年１１月８日（火） １５時００分から１５時４５分
場所： 甲府キャンパス：情報メディア館５Ｆ多目的ホール

医学部キャンパス：管理棟大会議室（※テレビ会議システム配信）
対象： 学域長および学系長（学科長含む）の教員、課長補佐以上の職員 
講師： 八巻 佐知子 監事
内容： 経営戦略としてのダイバーシティマネジメント

～求められるキャリア形成支援とは～

   新コーディネーターのご挨拶

 社会進出における女性の立場や現状について、また、職場環境におけ
る管理職の仕事の割り振り方やリーダーシップの必要性をお話しいただ
きました。 47名が参加し、質疑応答では管理職における具体的なマネジ

メント方法など積極的な質問が出されましたが、ご自身の実践例を交え
丁寧に回答いただきました。終了後の参加者からのアンケートでは「改
めて考える機会となった」「ダイバーシティーの定義・範囲について再認
識できた」「マネジメントを考える機会となった」とご感想をいただきとても
有意義な研修会になりました。

本学についても、多様な人材が各組織
において積極的に活躍する事を目指し
ていくと挨拶する島田学長

   男女共同参画推進室 リーフレットが発行されました

男女共同参画推進室の各種制度をはじめ、
さまざまな活動や取り組みを掲載しています。

学内誰でも活用しやすい室となるよう進めてお
りますので、ぜひお手にとってご覧ください！

当室交流スペース（B1-214号室）をはじめ、学内
各所に設置してあります。

 10月半ばよりコーディネーターとして着任しました水野桂子です。これまで、大学、国際開発協力、市民活動等で、男女共
同参画や女性支援に関わる仕事や研究をしてきました。男女共同参画・ジェンダー平等（Gender Equality）を推進する取り

組みは、その本質をよく理解して目標と計画を立て、各分野とコミュニケーションを十分にとり協働をして真摯に行っていけ
ば、以前よりは少しでも良い方向に向かうこと、必ず成果が出ることをこれまでの経験から実感しています。

 山梨大学では、男女共同参画推進室の隣に交流スペースがあり、気軽にリラックスした雰囲気で集うことができます。他
機関では、男女共同参画担当部署から離れているところもあります。この「近さと集い」が、山梨大学の男女共同参画推進
のための要点の１つだと思います。山梨の地で、地球的規模で共通な課題である男女共同参画 （Gender Equality）の取り
組みを頑張っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
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山梨大学 男女共同参画推進室 B1-213号室（事務室）  交流スペース（B1-214号室）の利用時間 9:00～17:00  
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 男女共同参画推進室では、「産休・育休からの復帰支援制度」を設けています。 
この制度は、出産・育児によって研究活動が中断した研究者が、職場復帰を果たし、研究の停滞を取り戻すことを目的とし
ています。国内外学会参加に係る経費（往復交通費、日当、宿泊費）とその際の保育費の補助、論文投稿費と英文校閲費
の補助を行います。今回は、制度を利用された女性研究者の感想をご紹介します。 

   英語論文書き方セミナー 報告 

   産休・育休からの復帰支援制度 利用感想 
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ランチ会情報 

テーマ別ランチ会を開催中♪ 
＠交流スペース（B1-214号室） 
 
  2の付く日：介護情報交換！ 

   ５の付く日：子育て情報交換！ 

   専有予約あり 
 
 
 
 
マークのない日にいらしていただいてもOKです♪ 
（但し、打合せ等で対応できないことがあります） 

 毎週月曜日：デンパ☆梨甲局   
（どなたでもご参加いただけます。 
       別席での個人利用も可能です。） 

－－－－助成内容－－－－ 
・国内外学会参加に係る経費（往復交通費、日当、宿泊費）：上限５万円 
・国内外学会参加の際の保育サービス費：上限１万円 
・論文投稿費（英文校閲費を含む）：上限３万円 
 

－－－－対象期間－－－－ 
毎年度４月～９月、１０月～２月末の二期 

◎ 申請資格がありますので、詳しくは当室ＨＰまたは８３５０（内線）までお問合せください。 

 平成28年10月2日（日）甲府キャンパスにおいて、スキルアップセミナー「英語論文書き方セミナー」を開催しました。講
師にミリンダ・ハル氏（医科書教室代表）をお招きし、教職員と学生合わせて37名が受講しました。 
今回は主に医学系・自然科学系の研究者を対象とし、日本人が英語論文を書く際に多く見られる、伝わりにくい英文や
英単語のミスなどを、実例を交えて解説いただきました。 

 受講者からは、「実際のEditorとしての立

場から総合的な話が聞けたためとても有
意義だった」「論文構成など、日本人の発
想ではわからない重要なポイントがわかっ
た」」など感想が寄せられました。また、今
回は保育士を派遣し無料託児所を開設し
ました。４名の乳幼児が利用し、保護者か
らは「安心してゆっくり聴講することができ
た」と好評でした。 

 育児休業明けの学会参加だった為、自己研究費からの支出が難し
く、助成金を利用できた事がとても助かりました。最近の大規模な
大会では託児所を開設して頂けるようになってきましたが、料金の
高さから利用を迷っていました。今回、託児費用も助成いただけた
ので、子供連れでも安心して学会に参加する事ができました。 
 一方で、今回の学会での託児利用者は私を含め２名でした。まだ
このような助成金がない方が多いのだろうと感じました。また、女
性研究者同士の会話で、仕事と育児との両立の難しさが話題になり
ました。大学での女性研究者採用が増える一方で、働く環境を整え
ることも急がれるなと感じました。 

冬季休業 

冬季休業 
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